
1 

 

 

 

 

 

 
      
後 期       〜 継承のとき 芽吹く決意 ～  

    

10 月に入り、学校の暦は年度の後期に入りました。三学期制の本校は、先日の二学期始業

式に思いを新たにしました。学校の軸となる教科ごとの学習は、単元というくくりを基本に実施

と評価を積み重ね、家庭との連携を進めています。一方、年間を通じて、運動会や輝汐祭、宿

泊など、生徒が心を磨く機会もあふれています。日々励む部活動でも、生徒は成果を発揮する

機会を目指して打ち込んでいます。このように考えると、生徒をとりまく時間の移り変わりはくる

くると景色を変え、密度の濃い３年間の学びの日々を織り成すものだと改めて実感します。  

さて、この後期の教育活動開始を象徴するのが、生徒会活動の継承です。  

去る９月２９日（金）は、立会演説会と投開票を実施した生徒会役員選挙でした。会長、副会

長、書記、庶務と７人の役員定数に、９人の立候補者が名乗を挙げました。  

ある候補者の演説に、「気持ちがしっかりと相手に届く学校」をつくりたいという言葉があり、

その率直さと頼もしさに感銘を受けました。三中の生徒を代表する声です。この学校や社会は、

人と人とのつながりでできています。コミュニケーションを大切に考え、よりよい学校をつくろうと

思ったとき、その思い具体的な言葉に置き換えて広く全校４２２人に向けた呼びかけでした。  

弁士の論を受ける生徒会を構成する全校生徒も、集中した眼差しで参加をしていました。３

学年は残る半年と卒業後のこの学校を託す、後輩への願いがこもっています。３学年の生徒に

とって、自らの進路開拓へと一層邁進するときが訪れた、自覚と決意の節目でもあります。  

２学年はステージ上の候補者を学年の代表として位置付け、自分もどれだけ貢献できるかに

ついて考えていることでしょう。いつも気持ちのこもった姿勢で規範を見せてくれた３学年に感謝

するとともに、今後１年間に渡って背負う大きな役割へ挑む決意も膨らんでいるはずです。  

１学年もまた、新たな挑戦へと一歩踏み出す緊張感があります。この半年、３学年の存在を大

きく感じ、その温かい傘下で徐々に中学生になりました。後期は２年生とともに、学校の作り手

へと昇格するということは、決して気楽でいられるものではありません。ましてや、半年後には次

の胸を張って後輩を迎えます。さらに 1 年後の今日は、学校全体の責務を受け取ることを、今

目の当たりにしているのです。今抱く決意が、先にもっと大きく育っていくでしょう。楽しみです。  

このように後期の始めを捉えてみると、「中学校生活が 3 年間である」ということが、何と絶妙

な仕組であるものかと感嘆せずにはいられません。限られた３年間の中でも、10 月の継承の季

節をどのような決意をもって過ごすことができるか、によって生徒の主体性が磨かれていきます。

これは社会に出たときの自己有用感へとつながるものでしょう。生徒会役員選挙の後には、委

員会などの新しい生徒会組織が編成されています。きっと、それぞれの考えに基づいた挑戦の

姿と、それを支援する仲間たちの姿が見られていると思います。本校の教育目標にある「人間と

してかがやく」ような、自分らしさを育む大事な舞台に生徒たちが立っています。ご支援ください。  
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《 臨床実習を行っています 》 
現在、早稲田大学教職大学院の２名の学生が臨床実習に臨んでいます。本校は都内に８校ある

公立中学校連携協力校のひとつとして、これまでも学生を受入れてきました。教員免許を取得す

る過程でやってくる教育実習生に対して、この度の臨床実習は既に大学を卒業取得し、教員免許

を取得している学生が来校します。「進取の精神」を掲げ、インターンシップの形式で課題研究を

教育現場（臨床）にて進めるおよそ一ヶ月の実習は、本校の生徒にとっても得るところが大きい

ものと期待しています。 

数学科と社会科の授業と１年生の学級に入ります。身近に接する学生との交流で、生き方を学

ぶ機会の一つにしていきたいと願っております。 

 

《 生徒の 活動の成果 》  
             
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《 教育活動のご紹介 》 
 

令和７年度学校ホームページにて、 

情報を公開しております。 

是非ご覧ください。       ☞ 

《日本フライングディスク連盟》 

◆フライングディスク部 

第２６回全日本フライングディスク競技大会 

ディスタンス競技 銀メダル 

       さん 

アキュラシー競技 銀メダル 

       さん 

       さん 

     

《新潟デザイン専門学校》 

◆技術科授業推奨 

中学生フォトコンテスト２０２５ 

ＮＣＡＤ賞 

       さん 

       さん 

 

《中学校体育連盟荒川支部》 

◆バレーボール部 

荒川区 新人シード権大会  第一位     

《荒川区》 

◆バドミントン部 

荒川区民スポーツ大会 バドミントン 

   中学生男子シングルス 第三位 

       さん 

    中学生女子シングルス 第三位 

       さん 

◆水泳部 

荒川区民スポーツ大会 水泳  女子中学生の部 

    ５０ｍ平泳ぎ   優勝 ３５秒２７ 

       さん （大会新記録） 

    ５０ｍバタフライ 優勝 ３０秒１１ 

       さん 

５０ｍバタフライ ３位 ３０秒７３ 

       さん 

     ５０ｍ背泳ぎ   優勝 ３０秒４８ 

       さん 

     ２００ｍリレー  優勝 １分５５秒２２ 

（大会新記録） 

上田 琴華 さん 

   上田 夏海 さん     

《東京都中学校体育連盟》 

◆水泳部 

第７３回東京都中学校  

学年別水泳競技大会  

    ２年女子 １００ｍバタフライ 

第三位 １分０６秒８３ 

       さん 

 ２年女子 ２００ｍ個人メドレー 

  第四位 ２分３１秒６９ 

       さん 

３年女子 ５０ｍ平泳ぎ  

第四位 ３５秒７３ 

       さん 

    

《関東中学校体育連盟》 

◆水泳部 

第４９回関東中学校 水泳競技大会  

    女子 ２００ｍ 平泳ぎ 

第５位 ２分４０秒００ 

       さん 

  

    


